
評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.2-1

まちづくりの目標 第2章 支え合う健やかなまちづくり（健康・福祉部門） 評価責任者 こども福祉部長

所管部署名 こども福祉部地域福祉課

1 支援体制の構築

2 地域福祉活動の支援

3 福祉意識の醸成

きらっと吉川２１「健康福祉とスポーツのまちづくり」宣言

吉川市地域福祉計画

吉川市自殺対策計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

93.3%

★★★

R2 R4 R4～R5 概ね達成された R4～R8

678.7%

★★★★

R2 R4 R5 達成された R8

-

- R4 R5 R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第1節 共に支え合う地域福祉の推進

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

ゲートキーパー養成研修新規受講者数 人
19 27 56 150

社会福祉協議会のボランティアセンター登
録者数

人
553 516 872 600

助け合い、支え合う地域であると感じる市民
の割合（市民意識調査）

％
- 58.3 57.5 50.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 386.0% 4点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

社協ボランティアセンター登録者数と市民意識調査について
は目標値を達成できている。一方、ゲートキーパー養成研修
新規受講者数については、R4～R8の５年間での目標値と
なっており、各年度での目標値を達成できていない。

3点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

ゲートキーパー養成講座においては、研修実施後にアンケー
トを実施し改善を行いながら毎年度事業展開している。 3点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

事務事業の構成としては、施策の目的を達成するのに十分
な内容であり、引き続き事業を継続する。 4点

・自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応を図ることができるよう人材を育成するため、平成２４年
度から継続してゲートキーパー養成研修を実施している。自殺対策では、このような人材を増やしていくこ
とが重要であり、引き続き研修を実施していくことが必要である。
・市民意識調査における「助け合い、支えあう地域であると感じる割合」が５０％を超える実績値であるの
は、ボランティアセンター登録者数の増加からもわかる通り、地域のために何かをしたいという市民意識が
育まれている結果である。

評価軸①～④の
評価点の平均点

4点

今
後
の
展
開

自殺を他人事ではなく、自分事と捉えるような意識づけを図ることで自殺対策の強化にも繋がることから、研修参加への周知を対
象者に図っていく。また、全国的に若年者の自殺数が増加していることから、教育関係者や相談支援員等がSOSを受け取る力を
つけていくことが大切であるため、そのようなスキルを高める研修を毎年度実施していく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的
・地域における一人ひとりの主体的な支え合いによ
り、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる社会
をめざします。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

No.2-1

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

● 0 ● ● 0 0 0 0 0

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

● 0 0 0 0 0 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

301101 民生委員・児童委員活動推進事業
委員が行う要支援者の相談・支援
件数 件 1,100 1,327 現状のまま継続

301102 社会福祉協議会支援事業 社協が実施した事業数 数 65 74 現状のまま継続

301104 紙おむつ等支給事業費助成事業 紙おむつ支給事業の利用者数 人 480 347 廃止・休止

301105 更生保護活動支援事業
「社会を明るくする運動」の啓発活
動参加者数 人 45 45 現状のまま継続

301107 福祉有償運送推進事業 会員登録者数 人 100 154 現状のまま継続

301109 地域福祉計画推進事業 基本計画事業実施数 事業 130 136 現状のまま継続

301110 一人暮らし高齢者等見守り事業
安心リュック・あんしん救急キット
配付率 ％ 80 74 現状のまま継続

301112 自殺対策事業
ゲートキーパー養成研修受講者
数 人 30 29 現状のまま継続

301113 要援護者見守りネットワーク事業 協定事業所数 事業所 145 145 現状のまま継続

301114 包括的支援体制構築事業
重層的支援体制の移行に向けた
体制整備 件 2 2 改善のうえで継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.2-2

まちづくりの目標 第2章 支え合う健やかなまちづくり（健康・福祉部門） 評価責任者 健康長寿部長

所管部署名 健康長寿部長寿支援課

1 高齢者の社会参加の促進

2 地域の支え合いの向上

3 高齢者の日常生活の支援

4 介護予防の充実

5 介護保険事業の充実

吉川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

-

★★★★

R2 R4 R5 達成された R8

-78.6%

★

R3 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第2節
いきいき暮らせる高齢者福祉の
推進

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

75歳から79歳の要介護認定率 ％
12.5 10.9 10.7 12.5未満

高齢者福祉の取組に対する市民満足度（市
民意識調査）

％
58.6 57.1 57.5 60.0

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ -78.6% 1点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

第9期吉川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画に基づき、
各事業を進めている。健康づくり・体力づくりの習慣化と健康
への市民理解の促進のため、いきいき運動教室などの実施
やフレイル予防事業に取り組んだ。また、地域型介護予防教
室や地域住民主体のサロンを支援し、住民の社会参加に取
り組んだ。

4点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

令和5年度に実施した「吉川市介護予防・日常生活圏域ニー
ズ調査及び在宅介護実態調査」において市民ニーズを把握
し、第9期吉川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画を策定
し、事業を実施している。

4点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

高齢者の自立を支援し、尊厳を守るため、地域の実情に応じ
た地域包括ケアシステムの構築を目指し、介護給付等対象
サービスの充実、高齢福祉サービスの充実などの取り組みを
進めているため妥当である。

4点

令和22年（2040年）、いわゆる団塊ジュニア世代が65歳以上となり、高齢者人口がピークを迎え、介護ニー
ズの高い85歳以上の人口も急速に増加し、医療・介護両方のニーズを有する高齢者など、様々な課題を
抱えた要介護高齢者が増加する一方で、生産人口が急減することが見込まれている。こうしたなか、地域
の実情に応じた地域包括ケアシステムの構築を目指し、地域共生社会の実現に向けて、包括的な支援体
制の整備が求められている。地域の課題解決のためには、地域住民と行政の協働が必要だが、支援者と
なる地域住民も高齢となり、担い手がいないことが課題となっている。

評価軸①～④の
評価点の平均点

3点

今
後
の
展
開

第9期吉川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画に基づき、事業を実施するとともに、認知症施策の一環として、認知症の人の
声を聞き、施策に反映できるよう本人ミーティングに取り組む。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的

・生きがいを持って、高齢者が元気で活躍すること
をめざします。
・地域のつながりの中で、高齢者が安心して住み慣
れた地域で自立した生活ができることをめざしま
す。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

No.2-2

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 ● 0 0 0 0 0 0

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

● ● 0 0 0 0 ● ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

401101 老人福祉施設措置事業 老人福祉施設入所措置者数 人 1 0 現状のまま継続

401102 介護福祉推進協議会運営事業 協議会出席率 ％ 100 76.9 現状のまま継続

401103 日常生活サポートサービス事業 サービス延べ利用時間数 時間 150 88 廃止・休止

401104 日常生活用具給付事業 サービス利用者数 人 15 15 現状のまま継続

401105 寝具洗濯乾燥サービス事業 サービス利用回数 回 10 6 廃止・休止

401106 生活安心ヘルプサービス事業 サービス延べ利用時間数 時間 30 0 廃止・休止

401107 買い物支援利用助成事業 サービス延べ利用回数 回 150 156 廃止・休止

401108 生活支援ショートステイサービス事業 サービス延べ利用日数 日 5 0 現状のまま継続

401109 くらしアップデイサービス事業 サービス延べ利用日数 日 16 0 廃止・休止

401110 緊急時通報システム貸与事業 緊急時通報システムの稼働件数 件 460 361 改善のうえで継続

401111 外出支援サービス事業 サービス延べ利用回数 回 200 89 現状のまま継続

401113 在宅高齢者介護支援手当支給事業 手当支給総額 円 450,000 499,500 現状のまま継続

401114 高齢者世帯賃貸住宅家賃助成事業 家賃助成金支給総額 円 10,857,000 9,175,910 現状のまま継続

401115 高齢者生きがいづくり活動事業 スポーツ大会延べ参加者数 人 50 48 現状のまま継続

401116 シルバー人材センター支援事業 就業実績契約金額 円 223,200,000 206,656,609 現状のまま継続

401117 高齢者配食サービス事業 配食サービス延べ実数 食 47,977 41,764 現状のまま継続

401118 老人福祉センター管理運営業務 老人福祉センター利用者数 人 22,000 21,111 現状のまま継続

401119 介護予防・日常生活支援総合事業
新たに総合事業を実施する団体
数 団体 2 0 現状のまま継続

401120 いきいき運動教室等介護予防事業 介護予防教室参加者率 ％ 98 96.95 現状のまま継続

401121 アクティブシニア社会参加支援事業 シニア元気塾参加者数 人 750 659 現状のまま継続

401122 地域型介護予防事業
地域型介護予防事業実施自治会
数 団体 52 51 現状のまま継続

401123 介護ボランティア活動支援事業 介護支援ボランティア手帳交付数 人 80 89 現状のまま継続

401124 ふれあいデイサービス事業 サービス延べ利用者数 日 2,000 1,994 廃止・休止

401125 地域包括支援センター事業 地域包括支援センター相談件数 件 3,145 3,085 現状のまま継続

401127 生活支援体制整備事業
生活支援コーディネーター活動件
数 回 35 40 現状のまま継続

401128 認知症総合支援事業 認知症サポーター人数 人 400 286 現状のまま継続

401129 介護相談員活動事業 介護相談員訪問率 ％ 100 87 現状のまま継続

401130 成年後見人利用支援事業 審判請求を行った件数 件 3 2 改善のうえで継続

401131 位置情報提供サービス利用支援事業 位置情報提供システム利用件数 件 950 383 改善のうえで継続

401132 介護支援用品支給事業 給付総額 円 1,757,000 2,095,443 現状のまま継続

401201 介護保険給付事業 介護保険給付費 千円 4,177,062 3,976,757 現状のまま継続

401202 介護保険賦課徴収事業 現年度保険料収納率 ％ 99.3 99.4 現状のまま継続

401203 介護保険利用料助成事業 年度負担補助総額 千円 17,805 16,963 現状のまま継続

401204 事業所指定・指導監督事業
市指定の事業所で発生した重大
な介護事故件数 件 0 0 現状のまま継続

401205 介護給付適正化事業 介護保険給付費 千円 4,177,062 3,976,757 改善のうえで継続

401301 介護認定審査事業 延期通知の割合 ％ 3 1.9 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.2-3

まちづくりの目標 第2章 支え合う健やかなまちづくり（健康・福祉部門） 評価責任者 こども福祉部長

所管部署名 こども福祉部障がい福祉課
健康長寿部健康増進課

1 障がい者の社会参加の促進

2 地域の支え合いの向上

3 障がい者の地域生活の支援

4 適切な保健・医療と療育の提供

吉川市障がい者計画

吉川市障がい福祉計画

吉川市障がい児福祉計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

350.0%

★★★★

R2 R4 R5 達成された R8

14.7%

★

R2 R4 R5 達成度が低い R8

49.1%

★

R2 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第3節
互いに尊重し合う障がい福祉の
推進

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

市内グループホームの定員 人
42 85 105 60

あいサポーター育成人数 人
229 474 635 3,000

就労移行率(就労支援センターの利用者の
うち、就労できた方の割合)

％
69.4 73.0 74.6 80.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 137.9% 4点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

近年、株式会社などにより、グループホームをはじめとする障
害福祉施設の整備が進んでいる。また、障害者差別解消法
や障害者雇用促進法などが改正され、事業者の合理的配慮
の義務化や法定雇用率の改正などに伴い、当市の障害者福
祉施策全般に関してはおおむね順調に推移している。障がい
者理解の促進については、積極的な働きかけが重要である。

3点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

令和５年度に「第5次吉川市障がい者計画」を策定するにあ
たり、障がい者・児へのアンケート調査のほか、関係団体へ
の聞き取り調査を実施し、障がい者理解に対する施策と、福
祉施設設置の必要性を再確認することができた。また、あい
サポーター育成人数については、目標人数の達成は厳しい
状況であるが、参加者された方の評価は良好である。

3点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

障がいのある方もない方も、互いに尊重しながら、障がい者
が地域の中で安心して暮らせる社会をつくり上げるための事
務事業で構成されており妥当である。 4点

・全国と同様に当市においても障害者手帳所持者数は増加しており、特に療育手帳所持者数は5年前の約
1.3倍（610人）、精神保健福祉手帳所持者にあっては5年前の約1.5倍（796人）となっている。また、自立支
援医療制度による精神通院医療対象者は5年前の約1.4倍（1,468人）に増加している。
・障がい者・児の増加に伴い、相談や療育、訓練、介護、などの通所施設とともに、親の高齢化により単身
となった場合のグループホームのニーズが高まっており、市内でもこれらの施設は増加してきている。
・一方で、施設で働くスタッフが不足しており、全国的な課題となっている。

評価軸①～④の
評価点の平均点

4点

今
後
の
展
開

・障がい者の社会参加の促進や地域の支え合い、地域生活を支援するため、スポーツや芸術などによる交流事業をはじめ、就労
促進支援金制度を活用した就労の場の確保や、あいサポート運動による障がい者理解の促進、相談支援体制の充実などに取り
組んでいく。
・適切な保健・医療と療育を提供するため、関係機関と連携を図りながら障がい者の健康や機能の維持を図るとともに、こども発
達センターの機能強化を進め、子どもの療育とその保護者への相談支援に取り組んでいく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的
・障がいのある方もない方も、互いに尊重しながら、
障がい者が地域の中で安心して暮らせる社会をめ
ざします。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

No.2-3

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 ● 0 0 0 0 ● 0

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

● ● 0 0 0 0 ● ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

302101 重度心身障害者医療費給付事業 支給金額 千円 137,000 127,898 現状のまま継続

302102 在宅重度心身障害者手当支給事業 手当支給額 千円 34,500 32,130 現状のまま継続

302103 特別障害者手当等支給事業 特別障害者手当等支給額 千円 28,000 27,541 現状のまま継続

302104 福祉タクシー・自動車燃料助成事業 利用件数 件 26,000 25,450 現状のまま継続

302201 障がい者相談支援事業 相談実施件数 件 4,700 4,689 現状のまま継続

302202 障がい者就労支援事業
一般事業所等へ就職した障がい
者の人数 人 23 20 現状のまま継続

302203 障害者手帳交付支援事業 障がい者増加人数 人 90 87 現状のまま継続

302204 発達障がい児（者）支援事業 巡回支援実施者 人 120 111 現状のまま継続

302205 自立支援医療支給事業 更生医療給付総額 円 75,000,000 62,755,736 現状のまま継続

302206 補装具費支給事業 補装具給付総額 千円 14,000 13,801 現状のまま継続

302207 地域活動支援センター事業 センターの利用日数 日 1,000 832 現状のまま継続

302208 緊急時通報体制整備事業 新規利用者数 人 2 0 改善のうえで継続

302209 入浴サービス事業 利用回数 回 800 639 現状のまま継続

302210 障がい者（児）日常生活用具給付事業 給付件数 件 1,400 1,514 改善のうえで継続

302211 障がい者計画推進事業
第4次吉川市障がい者計画実施
率 ％ 90 87 現状のまま継続

302212 障がい者交流促進事業 「屋内スポーツ大会」参加者数 人 100 96 現状のまま継続

302213 寝具洗濯乾燥サービス事業 延べ利用回数 回 1 0 廃止・休止

302214 コミュニケーション支援事業 登録手話通訳者数 人 1 1 現状のまま継続

302215 生活訓練事業 生活訓練等事業の参加者数 人 100 38 現状のまま継続

302216 移動支援事業 のぞみ号利用件数 件 180 125 現状のまま継続

302217 障がい児(者)一時介護支援事業
一時介護等利用料助成事業利用
者数 人 25 27 現状のまま継続

302218 障がい者理解促進事業 様々な障がいについての理解度 ％ 95 100 現状のまま継続

302219 障がい福祉施設支援事業
葭の里（フレンドパーク）の利用者
数 人 70 60 現状のまま継続

302220 成年後見人制度利用助成事業 実績件数 件 1 1 現状のまま継続

302221 介護給付審査事業
二次審査において区分変更になっ
た件数 件 3 0 現状のまま継続

302222 介護・訓練等給付事業 居宅サービス等利用時間数 時間 5,000 6,081 現状のまま継続

302223 障がい者安心暮らしサポート基金積立事業 市内グループホームの定員 人 75 85 現状のまま継続

302301 こども発達センター運営事業 利用者数 人 2,200 2,011 改善のうえで継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.2-4

まちづくりの目標 第2章 支え合う健やかなまちづくり（健康・福祉部門） 評価責任者 こども福祉部長

所管部署名 こども福祉部地域福祉課
健康長寿部国保年金課

1 生活保護制度の適正な運用 総務部収納課

2 生活困窮者自立支援事業の充実

3 国民健康保険給付の適正化

4 国民健康保険制度・後期高齢者医療制度の健全な運営

5 国民年金の制度周知

吉川市国民健康保険財政健全化計画

吉川市国民健康保険保健事業実施計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

500.0%

★★★★

R1 R4 R5 達成された R8

-23.1%

★

R2 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第4節
市民に寄り添う自立支援と社会
保障

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

生活保護受給者と生活困窮者のうち、就労
を契機に生活の自立を達成した方の割合

％
17.7 30.1 20.2 18.2 

国民健康保険税の収納率（現年分） ％
95.2 95.3 94.9 96.5 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 238.5% 4点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

・コロナ禍の社会情勢や国の施策により、就労支援対象者が
増加した。各種支援制度に併せて就労支援が行われたこと
により、実績値は目標値を大きく超えた。
・収納率は、令和令和４年度は、向上したものの、令和５年度
は、前年度を下回った。

4点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

・就労支援対象者は、コロナ禍で不安な社会生活を送るなか
で、各種支援制度の案内や活用を期待しており、就労支援を
通して自立した生活の確保・再開に繋げることができた。
・医療保険制度の安定的な運営を図るため、適正な滞納整
理を行い財源確保を行った。

3点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

事務事業の構成としては、施策の目的を達成するのに十分
な内容であり、引き続き事業を継続する。 4点

・ 就労稼働年齢層で就労が可能と思われる生活保護受給者や生活困窮者に対して、困窮状態からの自
立を目指した支援を行った。
　令和2年度から蔓延した新型コロナウイルス感染症の対策として国が実施した施策、拡大した支援は、そ
の多くが終了しており社会生活も落ち着きを取り戻した。今後は、平常時の生活困窮、生活保護の状況を
注視していく必要がある。
・国保税収納率の向上には、不断の取り組みが必要であり、これからも適時適切な滞納整理が必要であ
る。

評価軸①～④の
評価点の平均点

4点

今
後
の
展
開

・ 生活保護受給者、生活困窮者に対しては、自立に向けた支援を引き続き実施していく。特に生活困窮者自立支援法について
は、国による法改正や通知が頻繁に実施されることから、国の動向に注視しながら支援が円滑に実施するためにも漏れなく情報
収集を行っていく。
・医療保険制度の安定的な運営のため、県と連携し、財源の確保を図るとともに、健康保険制度の改正について国や県の動向を
注視するとともに情報収集に努めていく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的

・生活を保障するとともに、経済的自立や日常生活
の自立、社会生活の自立を支援します。
・医療保険制度の健全で安定的な運営をめざしま
す。
・老後の生活を支える年金制度の理解が深まること
をめざします。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

No.2-4

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

● ● ● ● 0 0 0 0 0

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

● 0 0 0 0 0 0 0

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

301201 生活保護運営事業
新規申請のうち法定期限内（30日
以内）処理件数の割合 ％ 100 100 現状のまま継続

301202 生活保護支給事業 生活保護自立世帯数 世帯 55 56 現状のまま継続

301203 生活保護受給者等就労支援事業 生活自立者数 人 50 24 現状のまま継続

301204 住居確保給付金給付事業
給付金受給者のうち就職によって
支給の中止・満了となった人数の
割合

％ 50 40 現状のまま継続

301205 生活困窮者自立相談支援事業 支援終結者数 人 100 53 現状のまま継続

301206 生活困窮者子どもの学習支援事業
子どもの学習支援教室参加者（3
年生対象）の希望進路達成率（中
学生）

％ 100 100 改善のうえで継続

402101 連合会事業 当年度における要望の実現数 件 1 1 現状のまま継続

402102 運営協議会事業 当年度における要望の実現数 件 1 1 現状のまま継続

402103 療養給付費給付事業
被保険者一人あたりの年間療養
給付費 円 295,026 288,338 現状のまま継続

402104 療養費支給事業
被保険者1人当たりの療養費支給
額 円 4,908 3,361 現状のまま継続

402105 審査支払事業
被保険者1人当たりの審査支払手
数料 円 703 663.3 現状のまま継続

402106 高額療養費給付事業
被保険者1人当たりの年間高額療
養費 円 45,824 45,643 現状のまま継続

402107 移送費給付事業 1件当たりの移送費 円 55,000 0 現状のまま継続

402108 出産育児一時金支給事業 被保険者1人当たりの給付費 円 2,132 1,241 現状のまま継続

402109 葬祭費支給事業 被保険者1人当たりの支給額 円 435 350 現状のまま継続

402110 国民健康保険事業費納付事業
一人あたり国民健康保険事業費
納付金 円 133,962 143,816 現状のまま継続

402111 特定健康診査等事業 特定健康診査受診者数 人 5,447 4,244 現状のまま継続

402112 保健衛生普及事業 優良家庭表彰割合 ％ 0.19 0.04 現状のまま継続

402113 健康保持推進事業 保養所利用率 ％ 1.08 0.147 現状のまま継続

402114 傷病手当金支給事業 支給決定者数 人 2 2 現状のまま継続

402201 徴収事業
現年度分普通徴収保険料の収納
率 ％ 98.49 98.33 改善のうえで継続

402202 後期高齢者医療特別会計運営事業 高齢者健康診査受診率 ％ 35 31.74 改善のうえで継続

402203 広域連合納付事業 納付金の納付（振込）率 ％ 100 100 現状のまま継続

402301 賦課徴収事業
未申告者のうち、申告をした人数
の率 ％ 68 67.9 現状のまま継続

402302 国民健康保険資格管理事業 資格適正化実施率 ％ 79 60.9 現状のまま継続

402303 趣旨普及事業 ハンドブック配布率 ％ 99 98.84 現状のまま継続

402401 国民年金被保険者資格管理事務事業 被保険者(年度末） 人 13,500 12,915 現状のまま継続

402402 国民年金保険料免除事業 免除却下見込率 ％ 3 1.94 他の事業に統合

402403 国民年金給付関係事務事業 年金裁定が決定した率 ％ 100 94.08 他の事業に統合

402404 国民年金啓発事業 市広報紙への掲載率 ％ 100 100 他の事業に統合

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.2-5

まちづくりの目標 第2章 支え合う健やかなまちづくり（健康・福祉部門） 評価責任者 健康長寿部長

所管部署名 健康長寿部健康増進課
健康長寿部長寿支援課

1 医療情報の発信

2 救急医療体制の充実

3 在宅医療の推進

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

35.6%

★

R3 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第5節 地域医療体制の充実

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

かかりつけ医を持っている市民の割合（市
民意識調査）

％
57.7 55.6 60.3 65.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 35.6% 1点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

日常的に「かかりつけ医」を持つことの重要性について理解
が進んでいる。 3点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

健康について広く相談できる「かかりつけ医」は市民の健康
管理に重要であるが、「かかりつけ医」を持たない理由とし
て、症状に応じて医療機関を選択するからなどが多い。

3点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

医療機関が診療時間外に医療を提供することや、救急医療
体制を整備することは、地域医療体制の充実に資する。 3点

新型コロナウイルス感染症やワクチン接種における様々な機会において「かかりつけ医」への相談を案内
する機会が増加した。埼玉県東部南地区第二次救急医療体制の整備を図っているが、小児救急医療を担
う医療機関の不足が懸念される。

評価軸①～④の
評価点の平均点

3点

今
後
の
展
開

引き続き「かかりつけ医」の重要性について周知を図るとともに、近隣市町や医療機関等と連携し継続して救急医療体制の整備
に取り組んでいく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的
・誰もが適切な医療を受けられる環境の整備をめざ
します。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

No.2-5

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 ● 0 0 0 0 0 0

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 0 0 0 0 0 0 0

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

403103 救急医療体制整備事業 休日当番医救急受診者数 人 2,000 1,173 現状のまま継続

401126 在宅医療と介護連携推進事業
吉川松伏多職種連携の会研修
会・イベント等開催数 回 2 2 改善のうえで継続

403101 献血推進事業 達成率 ％ 100 84 現状のまま継続

403102 骨髄移植ドナー支援事業 骨髄提供者数 人 2 1 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.2-6

まちづくりの目標 第2章 支え合う健やかなまちづくり（健康・福祉部門） 評価責任者 健康長寿部長

所管部署名 健康長寿部健康増進課

1 生活習慣病予防の推進

2 感染症予防の推進

3 食育の推進

4 歯科口腔保健の推進

きらっと吉川21「健康福祉とスポーツのまちづくり」宣言

吉川市健康増進計画

吉川市食育推進計画

吉川市歯科口腔保健推進計画

吉川市新型インフルエンザ等対策行動計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

-776.2%

★

R1 R3 R4 達成度が低い R8

43.8%

★

R2 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第6節 生涯を通じた健康づくりの推進

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

特定保健指導実施率 ％
60.4 41.5 44.1 62.5 

吉川市が実施する肺がん検診受診率 ％
4.4 5.1 5.1 6.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ -366.2% 1点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

新型コロナウイルス感染拡大のため、集団での結果説明会
を開催しないなどの影響を受け、特定保健指導実施率が減
少した。施策を構成する他事業においても同様な影響を受け
たものがあった。

3点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

誰もが願う健康な日常を実現するための手段として健康診査
と保健指導は市民ニーズを反映している。 4点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

健康な日常生活実現に資するための、多角的な事業構成と
なっている。 4点

新型コロナウイルス感染防止のため、実施体制を縮小させていた影響などがあり実績値が減少傾向に
あった指標がある。

評価軸①～④の
評価点の平均点

3点

今
後
の
展
開

コロナ禍前の実施体制に戻すことで、実績値を増加に転換させていくとともに、引き続き、乳幼児から高齢者までの、様々な世代
に向けた健康増進事業に取り組んでいく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的
・誰もが生涯にわたり心身ともに健康でいきいきと
生活できることをめざします。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

5

6

7

8

No.2-6

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 ● ● 0 0 0 0 0 0

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 0 0 0 0 0 0 0

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

403201 健康増進事業 大腸がん検診受診率 ％ 4 2.4 現状のまま継続

403203 特定保健指導事業 初回特定保健指導実施率　 ％ 70 50 現状のまま継続

403302 予防接種事業
乳幼児、児童、生徒等の予防接種
率 ％ 88.2 92.7 現状のまま継続

403107 新型コロナウイルスワクチン接種事業 12歳以上の秋開始施接種終了者 人 31,100 16,940 終了・完了

403202 ８０２０推進事業 表彰率（稼働率） ％ 100 84 現状のまま継続

403104 健康・体力づくりポイント制度事業 事業参加数 人 250 295 現状のまま継続

403105 ウォーキング推進事業
コバトン健康マイレージ事業参加
者数 人 1,400 1,460 改善のうえで継続

403106 保健センター管理運営事業 修繕・改修を行った箇所 箇所 5 8 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.2-7

まちづくりの目標 第2章 支え合う健やかなまちづくり（健康・福祉部門） 評価責任者 健康長寿部長

所管部署名 健康長寿部スポーツ推進課

1 健康・体力づくりの推進

2 スポーツ・レクリエーション活動の支援

3 スポーツ環境の整備

4 多様な分野でのスポーツの活用

きらっと吉川２１「健康福祉とスポーツのまちづくり」宣言

吉川市スポーツ推進ビジョン

吉川市スポーツ推進計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

-2.2%

★

R3 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第7節 スポーツでつながるまちづくり

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

18歳以上で週１回以上の頻度で運動やス
ポーツを行っている市民の割合（市民意識
調査）

％
50.9 45.2 50.7 60.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ -2.2% 1点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

施策の進捗状況について、達成度は-2.2%となっているが、
H28年度の割合が49.3%であることを考慮すると、コロナ禍に
よる利用者の活動控えは解消し、上昇傾向であると捉えてい
る。

1点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

市民ニーズは令和3年1月に「スポーツに関する市民アンケー
ト」を実施し「吉川市スポーツ推進計画」を策定する際に反映
するとともに、市スポーツ推進委員や市民の声での意見、利
用者の声を丁寧に聞き取り、適時、事業内容等の見直しを
行っている。

3点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

気軽にできる運動への参加機会提供から各種スポーツ団体
の支援まで、幅広い事業で構成されており妥当である。 4点

・ライフステージに応じて、心身共に明るく健康で生きがいのある生活を送ることができるよう、引き続きス
ポーツに親しめる機会づくりや運動の習慣化のきっかけづくりに取り組む必要がある。
・引き続き、分散型スポーツ施設の整備を進めるとともに、既存スポーツ施設の適正管理や旭公園球場の
長寿命化改修など、計画的に進めていく必要がある。

評価軸①～④の
評価点の平均点

2点

今
後
の
展
開

・市民の健康寿命の延伸のため、運動習慣に関する知識の周知・啓発を行っていくとともに、スポーツと健康づくりへの取り組み
を一体的に推進していく。
・スポーツ推進委員や関係団体等と連携し、多くの市民がスポーツに取り組むことのできる機会の確保に努めるとともに、分散型
スポーツ施設の整備や既存のスポーツ施設の適正管理、スポーツ団体の継続的な支援など、スポーツ推進計画に基づいた施策
を展開していく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的

・誰もが心身の健全な発達と健康の保持増進がで
きるよう、気軽にスポーツに親しむことができる環境
づくりをめざします。
・スポーツの活用により、多様な分野での地域課題
の解決をめざします。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

5

6

7

No.2-7

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 ● 0 0 0 0 0 0

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 ● 0 0 0 0 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

404101 スポーツ活動推進事業 スポーツイベントの参加者数 人 2,000 2,339 現状のまま継続

404102 学校開放事業 利用団体数 団体 120 121 現状のまま継続

404103 スポーツ団体活動支援事業 スポーツ協会加盟団体数 団体 22 22 現状のまま継続

404104 総合体育館管理運営事業 利用者 人 100,000 93,479 改善のうえで継続

404105 旭公園球場等屋外体育施設管理運営事業 旭公園球場利用者数 人 11,000 10,724 現状のまま継続

404106 市民プール（屋内温水）管理運営事業 利用者数 人 49,500 43,036 現状のまま継続

404107 総合体育館長寿命化事業 進捗率 ％ 40 40 現状のまま継続

事　務　事　業　名


